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取扱説明書 

お買い上げいたださちりぴと 
弓ございまず。 

IA 警告 I 電気製品は安全のた 
めの注意事項を守らないと、火 
災や人身事故になることびあ 
0ます。 

この取扱説明書には、事故を 
防ぐための重要なを意事項と 
製品の取り扱いかたをおして 
います。この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、製品を安全 
にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見ら 
れるところに必ず保管して< 
ださい。 


A 警告 I Q 

巧全のために ^と 

ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まち 
びった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• 接続先の取掘説明書を必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 

• 故障したら使わない。 

• 万一異常び起さたら、 ソニーの 相談窓 □、 またはお買い上げ店に修理を依頼する。 


齡警告 1 

巧巧まをのために 

運転中は使用しない 
自動車やバイク、自乾車などの運転中に、ヘッドホンは絶対に使わないでください。 
交通事故の原因となります。 

運転中ムソがでも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音が聞こえ 
ないとを険な場所では使わないでください。 


0 


接続のしかた 



‘ウオークマン-、 ‘WALKMAN’’、"WALKMAN- aiH ま、ソニー株式会社の登録商標です。 


ステレオ S ニプラグ対応の機器に接続できます 

ソニーのポータブルオーディオ付属のリモコンには、マイク□プラグ CMP ) 対応と 
ステレオ S ニプラグ CSP ) の2種類びあります。 

ごま意 

マイク□プラグ （MP) 対応 U モコンへの接続には、別売りのプラグアダプター PC-MP1S (ステレ 
才 S ニジャック*•■■••マイク□プラグ）び必票です。 


へッドホンのほいかた 

饭の印びついた方を右耳に、のの印びついた方を左耳に付けてください。 
必の印びついた方には左ち識別巧の突起びあります。 



左ち識別用ち起 


拉注意 1 0 

• 耳を刺激するよラな大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を ^と 
ちえることびあります。耳を守るため、音量を上げすぎないよラにご注意<ださい。 

• このへッドホンは、音量を上げすざると音びがに漏れます。音量を上げすざて、ま 
わりの人の迷惑にならないよラに気をつけましよラ。雑音のをいところでは音量を 
上げてしまいびちですび、へッドホンで聞くとさはいつを呼びかけられて返まびで 
さる<らいの音量を目安にして<ださい。 

• ヘッドホンび肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医師またはソ 
ニーの相談窓□、お買い上げ店にご柜談ください。 

• 空気び乾燥ずる時期に耳にピ I 」ピ U と痛みを感じることびありますび、へッドホン 
の故障ではなく人体に蓄積される静電気によるちのです。静電気の発生しに<い天 
然素材のを服を身に着けていただくことにより軽減されます。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の使用を中止して<ださい。 


をな特長 

• 防滴仕様ステレオへッドホン 

• 軽量で、安定した装着性を実現するへッドバンド 

• 耳への密着性を高め、重低音を逃さず伝えるベースエキサイトチップ 

• 巧りたたみに便利な、フレキシプルへッドバンド 

•スポーツユースに最適な、汗び耳に入りに<い力構造（図田参照） 

• アームバンド装着時にち最適な 60 cm コード仕様。さらに目 0 cm の延長コードを 
付属 



クリップの使いかた 

1ク U ップび開かないよラに持ちなび b レバーを軽く上げる。 

2レバー下部のみぞにコードを入れる。 

ごま意 

• レバーび上びりさった状態と下びっている状態では、みぞにコードを入れることびでをません。 

• コードを突起部に引っかけたり、みぞへ無巧に巧し込んだりしないでください。断線するおそれ 
びあります。 




キヤリングケースの使いかた 主な化様 


1ヘッドバンドを最後まで引き出ず（①)。 

2コードスライダーを動かして、ベースエキサイトチップをまとめる （®)。 



巧 Dffl げ部分 

4本体を差し込む （®)。 



5コードを巻きつけて（⑤)、プラグとをったコードを収納する（⑥)。 



お式： 

ドライ パーユニッ 
最大入力： 

インピーダンス： 

音圧感度： 

再を周波数帯域： 

コー ド： 

プラグ： 

質量： 

付属品 

キヤ U ングケースり） 

延長コード：約日.目 m (1) 

クリップ （1) 

保証書 （1) 

取扱説明書 （1) 

* IEC (国際電気標準会議）規格による測定值でず。 

本機の仕様おぶび外観は、巧良のため予告な<変更することびあ0ますび、ご了承<ださい。 


巧り巧い上のご注意 

• 水洗いはお止めください。故障の原因となります。 

• 本機は汗や水び入りにくい構造になっていますび、大量の汗や水に浸されると、 
内部に入り、故障の原因になることびありまず。万び 一、 内部に汗や水び入り、音 
びかさくなったり、出なくなった際には、自然乾燥にて乾かしてください。 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないでください。 

• ユニッ ト部はていねいに掘って<ださい。 

•湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射日光のあたる場所には置かないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

•常に良い音でお聞をいただ<ために、プラグを時々柔らかい巧でからぶをし、清潔 
になってください。 

• 付着した巧れや水滴は、乾いた柔らかい巧でふを取ってください。その隙、ユニット 
部に息を吹をかけることはしないでください。特にプラグ部分を巧れたままにして 
お<と、音質び悪<なったり、音びとぎれたりすることがあります。 

• ベースエキサイトチップは取りはずさないでください。故障の原因となります。 

万一故障した場合は、巧部を開けずに、ソニーの相談窓□またはお買い上げ店に 
ご相談ください。 


保証書と アフターサービス 

保証書について 

• この製品にはな証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りください。 
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 
調子が悪いとさは 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合が悪いとさは 

ソニーの 相談窓 □、 またはお買い上げ店にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただをます。 


オープンエアタイナミツク型 
13.5 mm 、 ドーム型 （ CCAW 採巧) 
50 mW ( IEC *) 

16 0 (1 kHz にて） 

104 dB/mW 
18〜22,日日 OHz 
約 0.6 m 

金メツキステレオ S ニプラグ 
約 17 g (コード含まず） 


6ふたを閉じる（①)。 



ごま意 

• コードを収納するときはコードを強く巻をつけないでください。また、ふたを閉じるとさはコー 
ドを挟まないよラにして<ださい。コードび断線するおそれびあります。 

• ケースから取り出したとさに、ヘッドバンドび変形している場合がございますび、使用上問題あ 
りません。 

• ケース保存時、まれに本体の折り巧げ部分からパラフィンオイルび染み出してくることびありま 
すび、人体に影響はなく使用上問題ありません。 


ぶくあるお問い合〇せ、窓□貴せ時間などはホームページをごる巧ください。 


フリーダイヤル .0120-333-020 

携帯涅話 ’ PHS — 部の IP 巧話’0466 -31-2 己11 

フリ-ダイヤル .0120-222-330 

携帯電話. PHS .— 部の IP 電話.046己- 31-2 已31 
_※巧の記巧書' リモコン等の購入巧該はこち5へお問い合わせください。_ 


http://www.sony.co.jp/support 


左記番号へ接病を、最初の 
方イダンスが流れている間に 
r 30 9 j + r # j を巧してください。 
直接、涅当,客□へおつなぞします。 


FAX 供边 ） 01呂 0-333-389 


ソこ一株式会社 干108-日075東を郁港区港南1 -7- 1 






